
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２０２２年度 

（通算 NO３０） 

般社団法人 

〇 研究会に参加を 
 
 

裏面 〇＜特集＞ ７５周年記念展の新聞紹介 
新入選のことば 

 
 
 

絵を描くことを楽しみ、向上心を持ち、努力するのは皆さんの思い
ではないでしょうか。そのような気持ちに少しでも応えるよう研究
会を開催いたします。また、日展に挑戦する皆さんの力になれるこ
ともこの研究会の開催目的です。ぜひ参加ください。 

コロナ感染も落ち着いてきた感じもありますが、まだまだ油断は
できません。皆さん健康にご注意を。 
 
 

一般社団法人 

２０２２・６・２０ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

菊田誠一郎・会友 （兵庫） 

今年１月に予定されていた研究会が中

止され、巡回展で錦織先生から奮って

参加するように指示もあり、参加するこ

とにしました。複数の講師の方のコメン

トの音声が収録され、思った以上に臨

場感があって、遠隔地の人には勧めた

いと思います。 

 

７
５
周
年
記
念
の
示
現
会
展

終
了
後
、
初
め
て
の
作
品
研
究

会
が
６
月
５
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 コ

ロ
ナ
感
染
も
だ
い
ぶ
落
ち
着

い
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
油
断
で

き
な
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
の
で

今
回
も
リ
モ
ー
ト
で
の
実
施
に
い

た
し
ま
し
た
。 

初
め
て
の
方
も
多
く
、
５
７
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

研
究
会
は
３
階
の
ア
ト
リ
エ
を

使
い
、
担
当
す
る
中
西
庶
務
副

主
任
が
前
も
っ
て
集
計
、
作
成
し

た
作
品
の
デ
ー
タ
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
し
、
常
務
理
事
の
指
導
の

様
子
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
、
ま
た
指

導
の
要
約
を
印
刷
物
に
書
き
こ

む
係
が
具
体
的
に
記
述
し
て
い

き
ま
す
。 

そ
し
て
２
階
で
は
撮
影
し
た

デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
移
し
、
返
送

の
準
備
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
は
研
究
会
の
日
よ
り

２
，
３
日
で
届
く
予
定
で
す
。 

７
月
の
研
究
会
は
先
に
配
布

し
た
案
内
に
「
日
展
向
け
下
絵
＆

大
作
（
構
図
）
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
研
究
会
は
ど
な
た
で
も
ま

た
ど
の
よ
う
な
目
的
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
来
年
の
示
現
会
展
に

出
品
予
定
者
も
歓
迎
し
ま
す
。 

〇 

出
品
先
（例
・日
展
、
奨
励
展
、 

示
現
会
展
、
県
展
等
） 

〇 

完
成
作
品
の
号
数 

※ 

写
真
と
同
封
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

笠原直樹・一般（東京） 

日展など望外だったのですが、２点のうち１点に絞って

いただきました。全然だめだ、と思っていたので挑戦が

促されて感謝しております。下絵が小さく、大作の経験

も少ないので、行く先わかりませんが、段階的にやって

みようと思います。ありがとうございます。 

 

 

7月 17日（日）実施日（リモート） 
写真締め切り 
日展に出品予定の方は構図などから指導が受けられます。ぜひ参加く

ださい。奨励展出品される方もお待ちいたします。 

参加の方法は、「事務局だより」NO7、またはホームページ「作品研究

会」をご覧ください。 

菊田さん
の作品 

笠原さん
の作品 

「写生地の事なら水
嶋さんに聞け」とい
う言葉があるくら
い、日本全国を取
材、また、ヨーロッ
パの風景等、独特
の色彩で作品を発
表しました。 
享年８１歳、心より
お悔やみいたしま
す。 

水嶋靖博委員ご逝去のお知らせ 

７５周年記念展 出品作 

[陽光浴びる鷹の巣村] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

国
立
新
美
術
館
で

の
７
５
周
年
記
念
示

現
会
展
が
終
了
し

て
２
ヵ
月
た
ち
ま
し

た
。 

引
き
続
き
、
各
支
部

に
お
け
る
巡
回
展
が

開
催
中
で
す
。 

示
現
会
展
開
催

に
対
し
て
は
い
く
つ
か

新
聞
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

今
回
、
山
形
、
石

川
か
ら
示
現
会
展

の
記
事
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

  

山形から 山形新聞４月７付 

石川から 
北國新聞４月４日付 

 

早春の荒島岳 Ｆ５０ 

 百名山の荒島岳は残雪を残す早春の時期が素

晴らしく、毎年、山麓へ出かけ描きました。 

 今年は、胸脊椎圧迫症になり、各展覧会への出

品は全て止めていました。 

 支部の会員さんから国立新美術館への出品資

料が届けられ、強く誘導されました。絶好の機会

と思うようになり。出品させて頂きました。 

 入選のお知らせを頂き、身体は衰えても絵は続

けたいと思っているところです。 

     示現会福井支部 一般 松岡健三 

 

冬のあめんぼ Ｓ５０＜新人奨励賞＞ 

 冬の雨上がりの水溜まりに、季節外れのあめんぼがいる

姿を見て「おかしいな」と思う女の子の姿を変顔で表現しま

した。その女の子の表情に子供らしいあどけなさを描写する

のに苦労しました。 

高校の美術部の先生に勧められ、学生という枠を超えた

作品展で多くの人に評価していただきたいと思い出品しま

した。 

初めて描いた油絵作品だったので、今度はもう少し小さ

めのサイズで幻想的な作品を描きたいと思っています。 

     別所杏音 

皆さんからのお便りを待っています・メール先 佐藤祐治宛 1941sato@gmail.com   
 

７５周年記念示現会展の一
般入選者は１４５名でした。
入選者の平均の年齢は、６
６,８歳。 
初入選者は５１名、こちらの
平均年齢は、６５ .５歳でし
た。 
 

皆さんもよくご存じのグランマ・モーゼスさん （78 歳のとき

地元のドラッグストアに作品を展示したところ、偶然訪れたコレク

ターが絵を購入。翌年にニューヨーク近代美術館で作品が展示

された。その後８０歳で初個展。101歳で死去するまで絵を描き続

け、約 1600 点の作品を遺しました） 

が、絵を展示したのは７８歳の時、そこから多くの絵を発表し

世界中にその名を知られるようになりました。 

さて、コロナ禍もあり家に閉じこもる時間が多くなり、気力

がなくなくなり、絵も描けない、という気持ちになった方もい

ますがまた、この機会だから絵をやってみようか、意欲的に

取り組み始めた方がいます。絵は年齢に関係なくいつ、どこ

から始めても面白く楽しいものだと思います。多くの人に絵

を描く楽しみを知って欲しいと思いますね。 

今回、初入選者の中からお二人の方を紹介をいたします。 

８０歳以上の方が８名入選しましたが、その中から最高齢の

８６歳、松岡 健三さん、また３名が１７歳での入選でした。そ

のうちの一人別所杏音さんは新人奨励賞も受賞しました。お

二人の新入選の言葉を紹介します。 

 

 

 

皆さんの周りで
絵を描いている
方、描こうと思っ
ている方を示現
会の仲間に誘い
ましょう。 


